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研究成果の概要（和文）：戦前の農家経済調査の個票をデータベース化し、それに基づいて、経

済史、農業経済、開発経済学などの学際的なアプローチを用いて総合的に農家経済のあり方を

分析した。とりわけ、戦前農家の金融負債の在り方、戦時期の食料集荷統制の在り方などにつ

いて具体的に検討を行い、論文として公刊し、学会発表を行った。また、開発経済学との関係

で、現在の発展途上国における農家の直面する各種のリスクに対する制度的対応としてどのよ

うなものがあり、それが戦前期の日本農家の制度とどのように類似しているのか等について検

討を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：We construct the panel data base of agricultural households in 
the Pre-war Period Japan.  We analyze agricultural household behavior from the viewpoints 
of economic history, agricultural economics and development economics. In particular, 
we investigate the debt problem in agricultural household in the pre-war period and the 
food control issues in the war-time. The results of these researches are presented at 
the academic conferences and published in academic journals. In the field of development 
economics, agricultural households in the current developing countries, facing various 
risks such as climate shock and commodity price volatility, create institutional 
arrangements that might resemble those functions in the pre-war Japan.    
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１．研究開始当初の背景 
戦前の農家経済調査のデータベース化は開
始されていたが、まだ実証研究に耐えるレベ
ルには達していなかった。さらに、農家経済
の調査方法や簿記に関する理解も不十分で
あった。しかし、この農家経済調査の調査内

容は極めて広範なもので、世界有数の農家経
済に関するパネル調査であることが知られ
ており、そのデータベース化が切望されてい
た。 
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戦前の農家経済調査のデータベース化を実
証研究に耐えるレベルにまで仕上げ、それを
用いて、経済史、農業経済学、開発経済学な
どの学際的アプローチを用いて総合的に農
家経済のあり方を分析することにある。とり
わけ、戦前期の脆弱な農家経済における、各
種リスクへの対処がどの程度行われていた
のかを分析することで、政策含意を得る。 
 
３．研究の方法 
農家経済調査を使った実証研究は、数量経済
史の手法を使った消費分析、生産関数の推定
を行った。農家簿記分野では、農家経営とい
う視点から簿記会計がどのような影響を与
えたかを分析した。開発経済学からは、天候
や経済リスクに対する農家の対応を分析し
た。 
 
４．研究成果 
研究成果としては、農家経済調査のデータ
ベース化がかなり進捗し、41 府県分のデータ
ベース化が終了あるいは着手済みになった。
これは当初予定をはるかに超えるペースで
行われた。また、研究面では、論文として公
刊し、研究会・講演会などでその成果を発表
した。具体的な内容は「５．主な発表論文等」
で報告している通りであるが、全体としては、
農家経済の各種のリスクに対する対応の仕
方を様々な側面から分析した。また、食糧管
理と地主制との関連についても研究を行っ
た。さらに、調査方法・資料論に関する成果
を一橋大学経済研究所附属社会科学統計情
報研究センターから統計資料シリーズとし
て、７冊刊行した。 
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